Italian Living Innovation 


取扱説明書 


デ□ンギ 


コンべクシヨンオーブン 


型番 E 0 1900 J 

家腥用] 


MADE IN CHINA 



特ち 

■ 熱風で包み込む本格的コンべクシヨンオー 
ブン 

ファンで熱風を対流させることで、食材を包み込む 
よラに焼を上げます。また、ラックを上下2段にセッ 
卜することで、同時に2つの料理（二段調理）びで 
をます。 

■選べる已つの調理機能 

コンべクシヨンオーブン、オーフン、ス□一べーク、 
グリル、解凍の已つの機能を料理によつて使い分け 
びでをます。また、 ] 2□分タイマー付さです。 

■庫内容量12.已 L の本格が 

コンパクトなびら、を格の12.己しボリュームのあ 
る食材わ調 i 里することびでさます。庫内灯付さなの 
で調理の様子を確認でさます。 

■ ピザス I -ーン付さ 

] 30ぴじの高温で焼さ上げた粘±で作られているの 
で、余分な水分や油分を程よく吸収、石蓋で焼を上 
げたよラなピヴを楽しめます。 

■エナメル加工の庫内 

庫内は耐久性に優れたエナメル加工を採用。お手入 
れを簡単です。 

■ 再資源化システム付を 

ご不用時の回収を安むの再資源化システムびついて 
います。 


このたびは、デ□ンギコンべクシヨンオーブ 
ン E 01 日0 OJ をお求めいたださ、誠にありび 
とうございました。本製品を正しくち全にお使 
いいただくために、ご使用前に、必ずこの取扱 
説明書を最後までお読みください。 

お読みになった後は、保記書と共に大切に保管 
して < ださい。 
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安全上のご注意 


1. ご使用の前に、必ずこの r ま全上のごを意」を 最後まで お読みください。 

2. ここに示した注意事項は、製品を正しく安全にお使いいたださ、あなたや他の人々への損害を未然 
に防止するちのです。 


3.注意事項は、誤った取り扱いで生じることび想定される内容を、その危害や損害および切迫の度合 
いにより、「警告」と「注意」の2つに分け、明示しています。 


A 警告 

s 

この表示の欄は、 r 死 t または重傷などを負ラ可能性び想定される」内容です。 

注意 

V 

この表示の欄は、 r 傷害を負う可能性または物的損害のみび発生ずる可能性が 
想定される」内容です。 

4. 各を意事項には、「禁止」、「強制」をラなびす絵表示び付いています。 


( 

( 

S) 

§) 

:禁止行為 

:水めれ禁止 

、 

® 分解禁止^:接触禁止 この絵表示は、してはし、けなし、「禁止」 
獲):めれ手禁止 谷です。 

\ 


:強制 

A . プラグをコンセント この絵表示は、必ず実行していただく 

超から抜く 「強制」内容です。 

ノ 



〇 

〇 


電源/コンセントについて 

電源は交流10 0 V (已0/巨 OHz ) で ri 5 A 125 V 」 と記されている壁面のコンセン 
卜に直接差し込む 

コンセントは本製品だけ（単独）で使用ずる 

コンセントの差込み口び吕っぁる場合は片方の差込み口を使用しなぃでぉ^^ 

ください。 



0 . 延長コードやテーブルタップ、ソケットなどは絶対に使わない 

コンセントや電源フラグ/電源コードび異常発熱し、発乂する恐れびあります。 

0 . 取り付けの悪いコンセントは絶対に使わない 

取り付けの悪い（ガタツキのある）コンセントや差込み □ (刃受）のゆるいコンセントは、絶 
対に使用しないでください。感電や発熱の恐れびあります。 



電源コード/プラグについて 


〇 •電源プラグは、根元までしっかりと差し込む 

不完全な接続は、感電や発熱による乂災の原因になります。 
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〇 


•電源プラグ/電源コードび異甫発熱している場合は、電源を切り、電源プラグをコンセ 
ントか5巧く 


使用中に、電源プラグ/電源コードび異常に熱くなる場合は、直ちに電源を切り、お求めの販 
売店または弊社サービスセンター（吕2ページ参照）に、ご相談ください。そのまま使用すると、 
ショートや発义する恐れびあります。 


. 電源プラグやコンセントに付着しているホコリやゴミは、定期的に取り除く 

ホコ U やゴ=び湿気を帯びると、ショートや漏電、発火などの原因になります。 



巧 

巧 


0 - 変形-破損している電源プラグ/電源コードは絶巧に使わない 

感電やショート、発义する恐れびあります。必ず、お求めの販売店または弊社サービスセンター 
(2吕ページ参照）に、交換を依頼してください。 


0 . 電源プラグ/電源コードを破損ずるよラなことはしない 

電源フラグ/電源コードは、大切に扱ってください。無理に曲げたり、物を載せたり、 
束ねたり、傷をつけないでください。傷んだまま使用すると、感電やショート、発 
火などの原因になります。 



0 

0 


. めれた手で電源プラグを巧さ差ししない 

感電することびあります。 

• 動作中に電源を抜さ差ししない 

感電-义災の原因になります。 

’使用の際は、電源コードび余ってち束ねない 

熱の逃げ場び無くなって高温になり、発乂する恐れびあります。 





使用中/使用後について 


0 . ドア、列面、及びヒーター(内部電熱素子）など熱くなるのでま意ずる 

使用中、機器は熱くなるので、やけどをする恐れびあります。 

0 . 耐熱容器を使用ずる 

フラスチック製などの熱に弱い容器やラップなどの耐熱性でない素材は、絶対に庫内に入れな 
レでくださし、 


© •調理後、加熱されたピザス!ンは大変熱いので、必ずをめてか5軸れる 

やけどをする恐れびあります。 

0 . ドアび開いているとさは、じ TF のことにま意ずる 

ドア取っ手を下向きに強く引っ張るなどして、ドアに必要な上の力をかけないよラにしてくだ 
さし、 

開いた状態のドアに、重いちのや、オーブンか b 取り出したばかりの熱い耐熱容器やトレイを 
絶対にのせないでください。 


-異常び生じた場合は、使用を中止ずる 

万一、異常び生じた場合は、直ちに電源を切り、電源フラグをコンセントから抜いてください。 
異常な状態で使い続けると、事故や故障につなびります。必ず、お求めの販売店または弊社ヴー 
ビスセンター（吕吕ページ参照）までご連絡ください。 
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’停止直後も、しばらくの間はドア取っ手や操作ツマミに(列には軸れない 

本体の上部、または背面は非常に熱くなります。停止直後を、しばらくの間は熱くなっており 
ますので、ドア取っ手や操作ツマ5な外には、触れないよラにごを意ください。また、付近に 
お子様び近づかないよラ、充分にごを意ください。 

’過熱を避けるため、本体や部品をアルミホイルで覆わない 

义災の原因になります。 

•使用中に、本体を覆ったり可燃物に接軸させない 

义災の原因になります。 

• トレイに油のみを入れて使用しない 

义災の原因になります。 

•本製品を分解したり、改造をしない 

故障や発义の恐れびあります。 

• お子様だけでは使わせない。幼児の手の届くところで使わない 

やけど-感電-けびの原因になります。 

• 熱に弱い物を近づけない 

义災-破裂の原因になります。 

• 力ーテンなど燃え易いものの近くで使用しない 

义災の原因になります。 

• スプレー宙などを本体の近くに置かない 

破裂-乂災の原因になります。 

お手入れについて 

•本体のお手入れは、電源プラグをコンセントから抜さ、をめてから行ラ 

感電-やけど-けびの原因になります。 

• 庫内なの交換は、庫内び十分をめてから行ラ 

感電ややけどを避けるため、必ず電源スイッチを切り、コンセントからフラグを 
抜さ、庫内び十分に;令めてか b 交換してください。 



^ •才ーブンのガラス窓や表面のヶースにひびび入ったり、割れてしまった場合は、直ちに 
電源を切ってコンセントからプラグを巧く 

感電やけびなどの危険びありますので、割れやひびび入ったとさはそのまま使用せず、弊社ヴー 
ビスセンター(吕吕ページ参照）までご連絡ください。 


0 ⑩ &000 をを 
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電源について 

’ ブレーカーび落ちる場合には、電力を社に連絡ずる 

使用中にブレーカー（分電盤内の回路遮断器）び落ちる場合には、近<の電力会社にご相談< 
ださし、 

電源プラグ/電源コードについて 

•電源プラグを抜くとさは、電源コードを持たず、必ず電源プラグを持って抜く 

電源コードを無理に引っ張ると、破損する恐れびあります。 


’使用中は、電源コードを本体に軸れさせない 

熱で電源コードび傷み、感電やショートの原因になります。 

設置場所について 


’壁との間をあける 

過熱による発火の原因になります。窓ガラスの場合、本体と 20 cmLU 上離し 
て<ださい。温度差で割れる原因になります。各地の火災予防条例に従って 
設置して<ださい。基準適合は、左ち己 cm な上、後ろ 10 cm 公上、上 20 cm 
な上です。この寸法で離してを、調理物の油や蒸気で、壁びミちれたり結露す 
ることびあります 



•耐熱性、耐荷重 (12 kg ) のある、しっかり固定された平らな場所に置く 


. 本体は不安定なところや熱に弱い場所に置かない 

本体や置いた物び変形-変質したり义災の原因になります。 

• 本体の上に物を置かない 

本体や置いた物び変形-変質したり义災の原因になります。 

• 屋外や水/湿気のをい場所ほ B 屋）で使わない 

ショートや感電の恐れびあります。 

• 電源をとるコンセント、力ーテンなどに吕 0 cm じ(上近づけない 

材質によっては、熱で変色/変質する恐れびあります。 

•たたみ、じゅうたん、テーブルク□スなど敷物の上に置いたり、プラスチック製の燃え 
やすい素材の家具、力ーテン、その他燃えやすいちのなどの近く及び下では使用しない 

素材び変形•変色する場合びあります。特に、スプレー宙び近くにあると、オーブン使 
用時の熱で弓 I 火や破裂することびあります。 

使用中/使用後について 

•本体び転倒、落下したときには、使用せず、点検を依頼ずる 

感電-火災の原因になります。 

. ルさなお子様び近くにいるときは、必ず付き添う 

けびや感電、やけどをする危険びあります。ご使用中および、電源を切った後をしばらくの間は、 
常に本製品を監視でさる場所から離れないよラにしてください。 
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〇 •使用中または使用直後のラックやトレイ、耐熱容器の出し入れは、ミトンなどを使い、 
必ず両手で行ラ 

0 . 箱から取り出したらずぐに、ドアび破損していないか確認ずる 

万一、ひび割れや傷び見つかった場合は、お求めの販売店または弊社サービスセンター （22 ペー 
ジ参照）までご連絡ください。 

• 使用ずる前に、付属品を水洗ずる 

0 . 使用中は、庫内を時々確認ずる 

調理物の発火の原因になります。特に燃えやすいをの(バンなど)を調理するとさは、絶対にそば 
を離れずに仕上びりを見なび b 調理してください。 

^ •長期間使用しない場合は、必ず電源プラグを巧く 

絶縁劣化による感電•漏電-火災を防ぐためです。 

•使用後はスイッチを切り、必ずプラグをコンセントから巧く 


•調理中に庫内で食品び燃えたとき、または炭化していると思えるときは、ドアを開けな 

ドアを開けると酸素び入り、义の勢いび増す原因になります。ドアを閉めたままタイマーを 
OFF にして電源プラグを抜さ、本体から燃えやすい物を遠ざけて鎮乂を待ちます。そのまま使 
わずに必ず、お求めの販売店または弊社サービスセンター （22 ページ参照）に点検を依頼して 
くださし、 

0 . 調理 L ソ外の目的に使わない 

本製品は、家庭用の調理機器です。义災の原因になります。 

•本体に水やお茶等をこぼさない 

万一、こぼしてしまった場合は、ショートや感電などの恐れびありますので、直ちに電源を切り、 
使用を中止します。その後、お求めの販売店または弊社サービスセンター（吕2ページ参照）ま 
でご連絡ください。 


0 

0 

戀 

0 

0 


. 使用中は、通気用スリットをふさびない 

’ ドアを勢いよく開け閉めしたり、 PP いたりしない 

’ 本体び熱いうちに、をたい液体をドアにかけない 

• 庫内'打び切れた状態では使用しない （ 18ぺージ参照) 

•使用中は、絶対に本体を移動しない 
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お手入れについて 

使用後は必ずお手入れをずる （1 8ぺージ参照） 

庫内壁はエナメル加工び砲してあるので、傷付けないようにま意ずる 


通気用スリットのホコリは、乾いた巧でおさ取る 

故障や感電の原因になります。 



0 


絶対に、水に浸したり、水洗いをしない 

故障や感電の原因になります。 

ミ先剤やクレンザー、 シン子一 、金たわしなどは使わない 

ガラス磨さ、シンナー、アルコール、ワイヤーウール、金ブラシ、たわし、研磨 
スポンジ、金属製のスプーンなどは使用しないでください。洗剤は、必ず台所食 
器用洗剤を使用してください。研磨剤入り洗剤やクレンヴ ー、 漂白剤、スプレー 
洗剤などは使用しないでください。 


















各部の名称とはた 5 き 



トレイに做（エナメル加工) 



オイルプレート（エナメル加工） 

肉などの調巧に利用ずるとを分な脂を落としま 
す。巧から脂び落ちるので、下に必ずトレイを置 
いて < ださい。 


くず受けの取り付け/取りがし 


くず受けは、手前に弓 I を出すことで取り外すこと 
びでさます。取り付ける場合は逆の手順で庫内 
にスライドさせて巧し込んでください。 



A ま意 

くず受けは使巧中は必ずセットしてください。 

必ず庫内の温度び下びってから作業を行って< 

ださし、やけどの原因になりまず。 

^_ J 


月 I 」冗 □□ 

ピザス!ン型番 PS-CN 

価格2,000円(本体価格:1,905円、消費税9巳円) 
送料別途 





































































各部の名称とはた 5 き（続き) 


温度ツマミ：調理温度を設定する 


調理中はサーモスタットび働さ、 
設定した調理温度を一定に保ち 
ます。 保 

解凍 ：ヒーターは 上下と も OFF 。 

フアンのみ作動します。 
グリル調理:上ヒーターを最高温度に 
保ちまず。 

保温 ： 上下 ヒーターび ON になり 

約已〇でに庫内を保ちます。 
また、ミ容かしバターを作る 
のに便利です。 


〇 て 



解凍 


グ U ル調理 


コンべクシヨンオーブン調理 
オーブン調理 
ス□—ベーク 


タイマー(スイッチ兼用)：調埋時間を設定する 


一度、120分まで回してから、希 
望の設定時間に戻してセットして 
<ださい。設定した時間び経過す 
ると自動的に電源び切れます。 

タイマー(ゼンマイ式) 



スイッチ(切） 

※タイマーはゼンマイ式ですの 
で、数分の誤差び生じる場合び 
あります。 


※タイマー設定時間（焼さ目）の 
目安はクッキングノ ハンドブックを 
参照ください。 


調理ツマミ：調埋を選択/セツトする 


調理の種類によって 
選択してください。 



ラックの取り付け/取りがし 


ラックを取り付けるときは、ラック 
を溝に入れてスライドさせて奥ま 
で巧し込みます。 

取り外すときは、逆の手順でゆつ 
くりと手前に弓 I き出します。 


上段溝 
下段溝 
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ご使用になる前に 


本製品を初めてお使いになる前に、臭い抜きのため、必ず空焼きをしてください: 


空焼さの手順 


庫内を空にして、 必ずお部屋の換気をしなび！5 行つてください。 
〇壁面のコンセントにプラグを直接差し込む。 

〇 調 i 里ツマミを! □ (オーブン調理）に合わせる。 

0 温度ツマミを最大に40で）に合わせ、ドアを 
半開さにする。 

〇タイマーを20分!; Lb で設定して加熱する。 

《煙や臭いが発生することびありますび、これは 
ヒーターに付着したごみなどび燃えるためで、 

空焼さをするとなくなります。 


ドアは必ず半開さ 
にして空焼さして 
<ださい。 



ポジションび見つかりまず。 


ピザスI-ーンについて 

• 本製品は、130ぴ〇の高温で粘±を焼さ上げたちので、 

温度変化に強 < 丈夫です。 

• 食材から出る水分や油分を程よく吸収しますので、パ 
リツと焼き上びります。 

• 天然素材（粘±)のため、色が均一ではありませんび、 

品質には影響ありません。 

• 少々傷や亀裂が入っていることびありますが、ご使用にはまったく問題ありません。 
こ 使用上©注意） 

♦食材は、ピザス!-ーンに直接置き、オイルなどは絶対に使用しないでください。 

• 必ず、食材をのせる前に調理温度でピザストーンを予熱してください。 

-> オーブンを予熱する際に、庫内に空のピザス I -ーンをセツトします。 

《使ラにつれて色が黒ずんでさますが、材質に影響はありません。 

お手入れのしかた） 



A を意 

お手入れは、加熱されたピザス I ンが十分に;令めてか5行ってくださし、。 


• 表面に付着した食物カスなどは、ヘラやナイフで取り除さます。 

• 油ミちれは、固く絞った濡れな巾で拭さ取ります。 

• 頑固なミちれは、いったんオーブンで加熱し、スポンジまたはブラシでこすります。 
その後、お湯で十分にすすざ、自然乾燥します。 

※お手入れ方法は、18ページをご覧ください。 
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操作ガイド 


操作 ツマ S 


調理 


温度 


タイ 7— 


フック化 置 
(庫内正面図） 


ヒーター 稼動 
(庫内正面図） 


調理上の注意点 


60〜 
240 


] 〇〜 

120 



* 上 ヒーターは 稼働 
しません 


11 0° C 〜1己 o ° c の温度帯 
でじわじわと焼いた0、途 
中から高温のオーブン調 
理に切り替えて表面に編ブ 
目をつけたり、あるいは逆 
に高温のオーブン調理から 
はじめてス□一べークでじ 
ねつと仕上げるなど、いろ 
いろな調理び楽しめる機能 
でず。テ1」ーヌやプ U ンの 
ように高さびあって、熱を 
ゆっくり通さなければなら 
ないちのなどにち効でず。 


日 


曰 


] 〇〜 

120 


口' 



* 下ヒーターは 稼働 
しません 


食材を直接ラックにのせる 
か、トレイの上にオイルプ 
レートをのせ、その上に食 
ネオをのせます。肉や魚など 
を香ばしく焼き上げまず。 
※ラックで焼く場合、き材から 
落ちる脂などを受けるた 
め、水を入れたトレイを下段 
にセットしてください。 

※グ1」ル調理は、ドアを半開き 
にして、必ずお部屋の換気 
をしなびら行ってください。 


□ 


60〜 
240 


] 〇〜 

120 



上下ヒーターにより、本格 
的なオーブン調理（蒸し焼 
さ）び楽しめまず。野菜や 
魚などをしっとりと仕上げ 
たいとさに有効でず。 

※フアンによる熱風対流びあ 
りませんので、二段調理は 
でさません。 


み 


60〜 
240 


] 〇〜 

120 



上下 ヒータ ー+ フアンによ 
る「熱風が流」により、食材 
を柔らかく包みこむように 
焼き上げます。肉、ピヴ、ケ 
ーキ 、パンなど中までしつ 
かり、表面をかりつと仕上 
げたいとさに有効でず。 

二段調理を行ラ場合は、食 
材の大ささによ0まずび、 
調理の半ばで上下のトレ 
イ（料理）を入れ替えた方 
び良い場合びあります。そ 
の際、左ちち入れ替えると 
むらな < 仕上びります。 


参 


] 〇〜 

120 



* 熱風ではありません 


フアンのみで行ラ r 自然解 
凍」でず。電モレンジのよ 
ラに短時間で素早<行ラち 
のではありません。 


調理/機能 


ス□一べーク 


グ I 」ル調理 


オーブン調理 


コンべクシヨン 
オーブン調理 


解凍 


ヒ—夕 I 


下 


上 


上 


下 


上 


下 
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ぶべクシヨントブン調理/トブン調理 


醒ツマミ:圍口温度ツマミ: 60〜 240 X 3 


操作手順 



プラグを 

コンセントに 

差し込む 



プラグをコンセントに直接差し込み 
ます。根元までしっかりと入れてく 
ださい。 


延長コードやソケット、テーブルタッ 
プ等は使用しないでください。 



調理ツマミを 

圍または 
D に合わせる 


PR 



調理ツマミを(コンべクシヨン 
オーブン調理)、または目（オーブ 
ン調理）に合わせます。 



ワイヤーラックを 
セットする 



ワイヤーラックを調理に応じた位置 
( 10ページ参照）にセットしてドア 
を閉じます。 



温度ツマミで 
r 調理温度」を 
設定する 


〇 °C 



温度ツマ三を調理に適した温度（数 
値）に合わせます。 


タイマーで 
r 予熱時間」を 
設定する 



予熱時間をタイマーで設定します。 
調理したい温度によって予熱にかか 
る時間び変わってさます。「予熱時間 
の目安」を参考にしてくださしん夕 
イマーを設定すると庫内灯とヴーモ 
ランプび点灯し、加熱び始まります。 


予熱時間の目ち 
•170で設定：巨〜7分 
•200で設定： 8〜9分 
•240 で設定：14〜1已分 



11 






































ヴーモ ランプが 
消えた5、 

タイ7—を 

roj に戻す 



庫内び設定温度に達するとヴーモラ 
ンプび消えます。これで予熱の完了 
です。タイマーを「0」に戻してス 
イッチを切ります。 



食材を入れたトレイ、または耐熱容 
器をワイヤーラックにのせてドアを 


閉じます。 


A ま意 

プラスチック製など熱に弱い容器は絶 
巧に使用しないでください。発乂のお 
それびあります。また、トレイに油の 
みを入れて使用しないでください。発 
乂の恐れびありまず。 


タイマーで 

8 「調理時間」を 
W 設定する 



タイマーを回して調理時間（最長 
] 20分まで）を設定します。スイッ 
チび入り、加熱び始まります。時間に 
なると自動的にスイッチび切れ、加 
熱び止まります。 


碼ヒント 

途中で調理を止める/スイッチを切る場合は、タイマーを「0」に戻 
して < ださい。 


調理中、ヴーモランプは点丹と消灯を 
繰り返します。温度調整を行っている 
ためで故障ではありません。 



各ツマミを戻し、 
プラグを抜く 


田 



使用後は各ツマ S を元に戻し、プラ 
グをコンセントから抜いてください。 


お手入れをずる場合は、本体が;令めて 
から行ってください。 


超 


調理上のアドバイス） 


ピザをおいしく焼く 


コンべクシヨンオーブン調理（またはオーブン調理）とス□一べークを組み合わせることで、ク I 」スピー 
な仕上びりのピヴを楽しめます（ス□一べークについては]已ページを参照してください)。 

①ラックにピヴス I ンをのせ、調理温度でピヴス I ンを予熱 

③ピヴス I ンにピヴを直接置き、コンべクシヨンオーブン調理（またはオーブン調理）で加熱 
③ス□一べークで数分加熱 
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グリル調理 


調理ツマミ: 


曰 


操作手順 


温度ツマミ：ご! 


プラグを 

コンセントに 

差し込む 



プラグをコンセントに直接差し込み 
ます。根元までしっかりと入れてく 
ださい。 


延長コードやソケット、テーブルタッ 
プ等は使用しないでください。 


/|調理ツマミを 
ム ご!に合わせる 


PR 



調理ツマ S を〔コ（グ1」ル調理）に 
合わせます。 



ワイヤーラックを 
セットする 



ワイヤーラックを調理に応じた位置 
( 10ページ参照）にセットしてドア 
を閉じます。 



温度ツマミを 

□ (グリル調理) 
にセットする 



温度ツマ S を广>1(グ1」ル調理）に 
合わせます。 


M タイ—た 
n 「予熱時間」を 
W 設定する 



予熱時間をタイマーで設定します。 
グリル調理の場合はに0」と「0」 
の間の「•」 （10 分）に設定します。 
タイマーをセツトすると庫内灯と 
ヴーモランプび点灯し、加熱び始ま 
ります。 
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予熱が完了する 



時間になり、タイマーび「0」に戻 
0ます（ヴーモランプび消えます)。 
これで予熱の完了です。 



食材をセットする 



ワイヤーラックに食材を直接のせま 
す。調理中、食材から出る脂を受け 
るため、コップ2杯分の水を入れた 
トレイを下 ヒーターの 上にワイヤー 
ラックをセットせずに直接置いてく 
ださい。準備びでさたらドアを閉じ 
ます。 


P ドアを 
0 半開きにする 



グ1」ル調理を行ラとさは、オーブン 
のドアを半開さにしてください。 


グリ J レ調理は、必ずお部屋の換気をし 
なが5行ってください。 


タイマーで 
Q 「調理時間」を 
^設定する 



タイマーを回して調理時間（最長 
] 20分まで）を設定します。スイッ 
チび入り、加熱び始まります。時間 
になると自動的にスイッチび切れ、 
加熱び止まります。 


碼ヒント 

途中で調理を止める/スイッチを切る場合は、タイマーを「0」に 
戻してください。 


調理中、ヴーモランプは点丹と消打を 
繰り返しまず。温度調整を行っている 
ためで故障ではありません。 



各ツマミを戻し、 
プラグを抜く 






使用後は各ツマ S を元に戻し、プラ 
グをコンセントから抜いてください。 


お手入れをずる場合は、本体が;令めて 
から行ってください。 

V_ 
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ス□—ベーク 


調理ツマミ：己温度ツマミ：目〇〜240で 


操作手順 



プラグを 


コンセントに 

差し込む 



プラグをコンセントに直接差し込み 
ます。根元までしっかりと入れてく 
ださい。 


延長コードやソケット、テーブルタッ 
プ等は使用しないでください。 


/|調理ツマミを 
ム □に合わせる 



調理ツマミを I 1( ス□—ベーク) 
に合わせます。 


5 食材を 

セツトする 



ワイヤーラックを調理に適した位置 
にセットし、食材を入れたトレイ、 
または耐熱容器をワイヤーラックに 
のせてドアを閉じます。 

A を意 

プラスチック製など熱に弱い容器は絶 
対に使用しないでください。発火のお 
それがありまず。また、トレイに油の 
みを入れて使用しないでください。発 
乂の恐れがあります。 


4 温度ツマミで 
「調理温度」を 
設定する 


〇 で 



温度ツマ三を調理に適した温度に合 
わせます。 

調理の仕上げにオーブン調理から切 
り替えて使ラ場合は、オーブン調理 
の設定温度に合わせます。 


V タイ —じ 
H 「調理時間」を 
W 設定する 



タイマーを回して調理時間（最長 
] 20分まで）を設定します。スイッ 
チび入り、加熱び始まります。時間に 
なると自動的にスイッチび切れ、加 
熱び止まります。 


碼ヒント 

途中で調理を止める/スイッチを切る場合は、タイマーを「0」に戻してください。 


P 各ツマミを戻し、 
0 プラグを抜く 


四 



使用後は各ツマ三を元に戻し、プラ 
グをコンセントから抜いてください。 

お手入れをする場合は、本体がをめて 
か5行ってください。 
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IMl 調理ツマミ：面温度ツマミ： • 


操作手順 



プラグを 

コンセントに 

差し込む 



プラグをコンセントに直接差し込み 
ます。根元までしっかりと入れてく 
ださい。 


延長コードやソケット、テーブルタッ 

プ等は使用しないでください。 

\ _ 


/|調理ツマミを 
ム面に合わせる 


PR 



調理ツマ5を[|](解凍）に合わせ 
ます。 


5 食材を 

セツトする 



ワイヤーラックを食材に適した位置 
にセットし、食材を入れたトレイ、 
または耐熱容器をワイヤーラックに 
のせてドアを閉じます。 


4 温度ツマミを 
•に合わせる 


°c 



温度ツマ三を参に合わせます。 


V タイ —じ 
H r 解凍時間」を 
W 設定する 



タイマーを回して解凍時間（最長 
] 20分まで）を設定します。庫内灯 
び点灯し、フアン（送風）による解凍 
び始まります（加熱はされないので、 
ヴーモランプは点灯しません)。 

解ま時間の目安 
肉 （ Ik 旨):約80〜90分 


橋ヒント 

途中で解凍を止める/スイッチを切る場合は、タイ 
マーを「0」に戻してください。 


P 各ツマミを戻し、 
0 プラグを抜く 




使用後は各ツマ三を元に戻し、プラ 
グをコンセントからないてください。 

お手入れをする場合は、本体がをめて 
か5行ってください。 


16 













































調理ツマミ：圍温度ツマミ：60で 


操作手順 



プラグを 

コンセントに 

差し込む 



プラグをコンセントに直接差し込み 
ます。根元までしっかりと入れてく 
ださい。 


延長コードやソケット、テーブルタッ 
プ等は使用しないでください。 


/|調理ツマミを 
圍に合わせる 



調理ツマミを(コンべクシヨン 
オーブン調理）に合わせます。 


5 食材を 

セツトする 



ワイヤーラックを調理に適した位置 
にセットし、食材を入れたトレイ、 
または耐熱容器をワイヤーラックに 
のせてドアを閉じます。 



温度ツマミを 
r 目0」に合わせる 


タイマーで 
r 保温時間」を 
設定する 



〇 °C 




温度ツマミを「日0」に合わせます。 


タイマーを回して保温時間（最長 
120分まで）を設定します。スイッ 
チび入り、保温び始まります。なお、 
長時間の保温は料理の風味をそこな 
ラのでお避けください。 


爲ヒント 

途中で保温を止める/スイッチを切る場合は、タイ 
マーを「0」に戻してください。 



各ツマミを戻し、 
プラグを抜く 






使用後は各ツマ S を元に戻し、プラ 
グをコンセントから抜いてください。 

お手入れをずる場合は、本体が;令めて 
から行ってください。 
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お手入れ 


使用後は、必ずお手入れしてください。油び溜まったり、悪臭び出るのを防ざます。 


A を意 

•お手入れ/庫内灯の交換は、必ずプラグをコンセントか5巧き、本体が;ちえてか5行ってくださし、。 
•本体（庫内）および電源コード/プラグは、水に浸けたり、水洗いしないでください。 


参水洗いでさます 


广 


トレイ、ラック、くず到す、オイルプレート 

台所用食器洗剤とスポンジで水洗いしてください。 



V 


ピザス I ン 

ピヴス I ンは、しばらく使っている 
と色び黒ずんでさますび、材質に影響 
はありません。 

参油巧れ食物カスは、固<絞った濡れ 
巧巾でがさ取0まず。 

♦焦げた場合は、なの手順でされいにして<ださい。 

①付着した食物カスを金属製のヘラなどで剥びず。 

③ラックにのせ、オーブンで加熱 （230° C で約已分）ずる。 
③お湯で十分にずずいだ後、乾燥ずる。 



•水洗いでさません 


ドアおぶびオーブンタ'！•側 
通気用スリットに、水やミ先剤をこぼさないでくだ 
さい。 

• 油巧れや食品カスは、固<絞つた濡れ布巾でな 
さ取りまず。 

•落ちにくい巧れは台所食器用洗剤ちしくは重曹 
を少しつけた巧でがさ取0、その後、固<絞つ 
た濡れ巧さんで巧さ取0ます。 



庫内 I 打の交換 

庫内な（白熱ランプ：1已 W ) び切れた日、早めに同タイプ 
のもの（《）とお取り替えください。 



白熱ランプ 

白熱ランプはガラス 
カバー 内にあり、どち 
らち反時計回りに回 
すと取り外せます。 


①白熱ランプを反時計回りに回して取り外しまず。 

③新しい白熱ランプを取り付け、ガラスカバーを元に戻 
しまず。 

《白熱ランプは特殊な耐熱性のちのを使用しています。お 
まめは、弊社サービスセンターに2ページ参照）まで 
お問い合わせください。 


才ーブン庫内（くず受けを付けた状態でお手入れしてください） 

庫内壁は、エナメル加工び施してありますので、傷を付けないよラにしてください。 


• 庫内の油ミちれや食品カスは、固く絞った濡れ巧巾でなさ取ります。 

•油び溜まった場合は、固く絞ったスポンジでがさ取った後、20分ほど 
空焼さ （9 ページ参照）します。庫内び;令えさる前に再度湿ったスポンジ 
でがさ取って< ださい。 

《オーブン庫内のお手入れび終わったら、くず受けを外し、台所用食器洗 
剤で洗った後、よ<乾かしてから元に戻しておさまず。 



<ず受け 
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オーブン調理のヒント 


デ□ンギのオーブンは、コンパクトサイズで操作び簡単。機能は最高温度240でまでのオーブン 
調理から、グリル調巧、日ぴ〇の保温までと本格的です。 

まず、使いこなしのポイントをチェックして、毎日のさまざまな料理に役立てましよう。 



同じオーフンとはいえ、若干の個体差びあります。レシピどお 
りの温度と時間で作ったのに、生焼けだったり、焼けすざたりし 
たら、時間はそのままで温度を調節しましょう。ときどき様子を 
みて、トレイの向さを変えたり、焼さ目び強い部分にアル S 造を 
かぶせるなどの工夫ち必要です。一品作るごとにオーフンのくせ 
び分かつて、自分なりの工夫び生まれてくるをのです。 




予熱しないと加熱時間び長<なって、料巧の仕上びりび悪<な 
ります。料理によっては、予熱を調理温度より高く設定しておく 
のをポイント。 

例えば肉の□ーストは、最高温度の240でに予熱したオーフ 
ンに入れ、調巧温度に下げてじっくり焼くと、まわりび香ばしく、 
中びジューシーに仕上びります。生地を;令やしてから焼<パイや 
タルト、ココット型数個を一度に焼くときは、をたい型を入れる 
ことによって庫内の温度び下びるので、240でで予熱して、才一 
フンに入れてから指定の調理温度にするのびコツ。 陶製のグラタ 
ン皿を使ラ場合は、やはり庫内の温度を調理温度より30では上 
げて予熱し、器を入れて扉を閉めたら指定の温度に設定し直しま 
す。金属製のグラタン皿や鍋を直接庫内に入れて調理する場合は、 
直乂で器を熱くしてからオーフンに入れます。 

ルさめのオーフンの場合は扉の開け閉めをのんびりしているだ 
けで、庫内温度の落下び激しいをのですから、手早く閉めましよ 
ラ。 


0 , 
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才ーブンは、「焼く」だけではなく、「煮る」、「蒸す」、「揚げ物 
風」までこなします。メインの肉や魚の脇につけ合わせ野菜を置 
いて同時に副菜を作ったり、端にパンを置いて暖めたりをでさま 
す。2段のトレイやワイヤーラックを使って、同時調理でさる点 
わ合理的。 

日び C の保温機能は、固いバターや蜡蜜をやわらげたり、湿っ 
たナッツや固まった自然塩の乾燥にち便利。お皿をサービス前に 
保温するのにを適度な温度です。コンべクシヨンモードにしてお 
くと温まるのを早いよラです。 




ピヴやパイ、キッシュ、パンといったをのをオーフンで温める 
ときに気をつけるのは、トレイをあらかじめ熱々にしておくこと。 
をたいトレイにのせたのでは、生地び水っぽく仕上びってしまい 
ます。バケットなど、比較的水分の少ないパンの場合は、紙袋に 
ノ（ンを入れ、袋の表面をかでさっとめらしてからオーフンに入れ 
ると、表面はカリッと中はふんわりと温まります。 

トンカツやコ□ッケといった揚げ物を温める場合は、温めなび 
らトレイに面している部分をミ由っぽくさせないよラに、ワイヤー 
ラックの上にのせて再加熱するとよいでしよラ。 
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K 障かな？と思った5 

修理に出される前に、必ずお読みください。 

下記のような状態/場合は故障ではありませんので、修 i 里に出される前に、ちう一度お調べください。 
それでも正常に機能しない場合は、お巧めの販売店または鮮社サービスセンター （22 ページ参照) 
までお問い合わせの上、修理を依頼してください。 


状態 

考えられる原因/対処のしかた 

調理中、サーモランプび点いたり消えたり 
する 

調理中は、設定した調理温度を維持するために、サーモスタットび稼動し 
ます。そのため、サーモランプび点灯•消灯を繰り返します。 

これは、異常ではありません。 

才ーブン調理で、食材の州則び焦げ、中ま 
で义び通5ない 

調理温度の設定び高すざる場合に起こります。調理温度を] 〇〜20で 
下げ、調理時間をかし長めにしてください。 

タイマーに誤差び生じる 

タイマーはゼンマイ式ですので、数分の誤差び生じる場合びあります。 

ピザス!ンにピザをのせて調理しても 
ラまく焼けず、底がクリスピーに仕上び5 
ない 

ピヴス1-ーンを予熱しましたか？仕上びりを良いをのにするために、ピ 
ヴス1-ーンは、必ず調理温度で予熱してください。オーフンを予熱する 
際は、庫内にラックをセットし、その上に空のピヴス1ンをセットしま 
す。ピヴス1ンび温まるまでには、少し時間びかかります。1已分似上の 
予熱をおすすめします。 

連続してパンを!ストずると、同じタイ 
マー（焼さ目）設定なのに、後から焼いた 
パンび焦げた 

連続して! -- ストすると、庫内び温まっているため、後から焼いたノ（ンの方 
び焼さ目び濃くなることびあります。連続して1-ーストするとさは、2回目 
から焼さ目設定をかし低くしてください。 


この製品は欧州 RoHS 指をに適さした製品です。 

欧州 RoHS 指令とは、 r 電気•電子機器の特定有喜物質の使用制限」を規定した欧州連合 ( EU ) による指令です。 

この製品は、鉛及びその化合物、水銀及びその化合物、六価ク□ム化合物、カド三ウム及びその 
化合物、ポ U ブ□モビフエニル （ PBB )、 ポ U ブ□モジフエニルエーテル （ PBDE ) の含有率び、 
いずれを含有率基準値 L ソ下であり、環境に配慮して製造されました。 



RoHS 


仕様 


製品名称/型式番号 

コンべクシヨンオーフン/ E 01900 J 

S 

電圧/周波数 

AC 100 V /50/60 HZ 

消費電力 

1400 W 

がお寸法 

巾屋440 X 奥れ "33 曰 X 局さ230 mm 

庫内有効寸法 

幅30 ox 奥行 270 X 高さ]40(上下ヒーター間 ） mm 

庫內 容量 

12.5 L 

質 量 

本体日.已 kg 総重量目. Ok 旨 

タイマー（ゼンマイ式） 

最長：約] 20分 

庫 内 な 

白熱ランプ （1 己 W ) 

電源コードの長さ 

2.0 m 

付属品 

\ 

トレイ X 2( 深さ 2 cmx ]、ミ买さ 4 cmx ])、 ワイヤーラック x 2 
ピヴス1-ーン、ミトン、クッキング•八ンドフック、オイルプレート 
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アフター ヴー ビスに ついて 


1 ) 使用中に 異常 （★) び生じた場合 は、ただちに電源を切り、プラグをコンセン ト から抜いてください。その後、 
おボめの販売店またはデ□ンギ-ジャパンサービスセンター（下記参照）にご相談<ださい。 

广 -〈★じ(下のような場合には、点検および修理び必要でず〉- . 

-使用中、電源コードおよび電源プラグ、コンセントび-電源コード、電源プラグび変形/破損している 
異常に熱くなる -本体に強い衝撃を与えた 

-本体の機器内部に水などの液体をこぼした -取扱説明書どおりに使用しているのに、正常に機能 

しない_ ソ 

2) 万一、故障/損傷した場合は、保証書に記載されている販売店に1 .お求め時期 2 .製品名称と型式番号 
3.故障の状況 ——を連絡のラえ、修理を依頼して<ださい。なお、弊社サービスセンターにご依頼される 
場合は、お電話または直接宅配便でお送り <ださい。宅配便の場合は、 必ず故障の状況を記したメモ を商品パッ 
ケージ（捆包箱）に同封してください。 

3) 保証期間中 （1 年）は、保証書に記載されているものについては、無償で修理いたします。ただし、安全上 
および使用上のミ主意を無視しての故障、規格外に改造をしたをのは、その限りではありません。また、保証 
期間び過ざたをのについては、有償で修理いたします。 

4) 補修用性能部品の保有期間について 

弊社では' このオーブンの 補修用性能部品について、最終輸入曰を起点に已年間保有しております。 

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 


己)真む点検のお勧め：長い期間ご使用いただ < ために、専門技術をによる点検•整備を実施しております。 

点検の依頼の方法、料金などにつさましては、弊社サービスセンターまでお問い 
合わせ < ださい。 

※下の枠内に、ご購入年月曰を記入してください。点検の目安になります。 


ご購入年月日： 年月日 



6) デ□ンギ再資源化システムについて 

ご不用になった製品は、下記の要領に従い、弊社サービスセンターまでお送り <ださい。 
素材ごとに分別し、再資源化いたします。 

送料について： 再資源化の費用は弊社び負担いたしますび、 送料はお客様のご負担 
(元払い） となります。予めご了承ください。 

捆包について： 製品の入っていた箱(元箱)に入れてお送りください。元箱びない場合は、 
段ボール箱に入れるか、エアーパッキンにくるんで<ださい。 

※が箱または送り状に、必ず r 再資源化」と明記してください。 



じ(上、アフターサービスについてご不明の点びございましたら、おホめの販売店または弊社サービスセンター 
までお問い合わせください。 


デ□ンギ-ジャパンヴービスセンター ► (受付時間±、曰、祝日を除く毎日日:30〜1狂 00) 

• コールセンター 

修理について…… 

お問い合わせ…… 

干22]-0022神奈川県横お市巧奈川区巧屋町 3-9 安田倉庫(株)内4号ビル 
ホームぺージでのお問い合わせ ( URL ) - http://support.delonghi.co.jp 


Tel . 0] 20-804-2 吕〇 
Tel . 0] 20-692-88 已 
Tel . 0] 20-064-300 
Tel . 0120-692-880 


/ Fax . 04已 -4 已 0-329] 
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